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研究成果の概要（和文）：高齢者の血圧は血管硬化や自律神経機能低下の影響で短・長期的な変動が増すことが
知られているが、このような血圧変動が老年症候群に与える影響については十分には検討されていない。本研究
課題では、90歳以上の超高齢者を含む地域在住高齢者ならびに要介護状態にある在宅医療受療中の身体機能、認
知機能の低下した虚弱高齢者を対象に、縦断的な解析により高齢期の血圧変動と老年症候群との関連とその機序
を明らかにすることで、今後求められるエビデンスに基づく高齢者血圧管理法の確立に貢献するデータを創出す
ることを目指して、高齢者疫学研究から血圧変動性と老年症候群の関連性、特に認知機能障害とフレイルとの関
連を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Blood pressure (BP) in the older adult is known to increase in short-term 
and long-term fluctuations due to the effects of arteriosclerosis and autonomic nervous system 
dysfunction, but the effects of such BP fluctuations on geriatric syndrome have not been fully 
investigated. In this research project, we conducted a longitudinal analysis of community-dwelling 
older people, including oldest-old people aged 90 and over, and frail old people with reduced 
physical and cognitive functions who are receiving home medical care in a state requiring nursing 
care. By clarifying the relationship between BP fluctuations and geriatric syndrome and its 
mechanism, we aim to create data that will contribute to the establishment of evidence-based BP 
management methods for the old people that will be required in the future. Some studies in this 
project clarified the relationship between BP variability and geriatric syndrome, especially the 
relationship between cognitive impairment and frailty.

研究分野： 老年医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の社会的意義としては、高齢者における血圧変動性が老年症候群の発症や進展に及ぼす可能性を明ら
かにした点である。つまり血圧値のレベルとは別に、家庭血圧における変動性が大きいことは85歳以上の超高齢
者では認知機能低下のリスクになることなどは、高齢者の血圧管理は血圧レベルのみならず、家庭血圧値の日内
変動も考慮に入れた管理が求められるというようにその管理法に示唆を与えている点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高血圧は高齢者において最も頻度の高い疾病であるが、患者個々の ADL や QOL、認知機能などを 
勘案したオーダーメイドな治療方針の決定が求められている。この際に心血管イベント発症予
防の観点のみならず認知機能障害やフレイルなど老年症候群の発症・進展に影響を及ぼす血圧
管理レベルを考慮することが重要であると考えられつつある。さらに高齢者の血圧は血管硬化
や自律神経機能低下の影響で短・長期的な変動が増すことが知られているが、このような血圧変
動が老年症候群に与える影響については十分には検討されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、90 歳以上の超高齢者を含む地域在住一般住民高齢者ならびにすでに要介護状態にあ
る在宅医療受療中の身体機能、認知機能の低下した虚弱高齢者を対象に、縦断的な解析により高
齢期の血圧変動と老年症候群との関連とその機序を明らかにすることで、今後求められるエビ
デンスに基づく高齢者血圧管理法の確立に貢献するデータを創出することを目指す。 
 
３．研究の方法 
A. 家庭血圧測定による血圧日内変動と認知機能の関連 
対象者は SONIC 研究に参加した地域住民で 85～87 歳 111 人である。家庭血圧計(HEM-7080 
IC: Omron Healthcare Co.Ltd, 京都)を使い方を説明した上で貸し出し、30 日間測定してもら
い血圧値を家庭血圧計内臓の IC チップに記録した。1 日朝の朝食前、排尿後、座位にて、1 機
会に 2 回測定してもらうようにした。また調査会場にて、血圧および軽度認知障害に鋭敏な
MoCA-J による認知機能検査を測定した。このような方法で認知機能(MoCA-J 点数)と家庭血
圧測定による 30 日間の収縮期血圧値、ならびに収縮期血圧値の変動を標準偏差(SD)ならびに
変動係数(CV)を、日々の SD/平均家庭血圧×100 で計算し、関連を横断的に解析した。 
 
B. 在宅医療を受療する療養者における季節による血圧変動 
本研究は，包括的在宅医療を確立するためのレジストリー研究，OHCARE（Osaka Home 
CAre REgistry）研究よりデータを使用した。OHCARE 研究は，2015 年 3 月より調査
を開始し，大阪府・兵庫県下の在宅支援診療 所 8 カ所において，在宅訪問診療を受けて
いる又は過去 に受けていた患者を対象とし，初回調査以降，約 6 カ月 おきに追跡調査
を実施している。本解析では，OHCARE 研究登録者のうち，65 歳 以上，かつ初回と追
跡調査（平均追跡日数：368 日）で，夏季（6/1～8/31），冬季（12/1～2/28）に調査を行
った 57 名を対象とした．除外基準は，調査毎に収集した血 圧測定値が 2 回未満の者，
血圧測定の間隔が 16±13 日 （中央値±四分位範囲）の範囲外の者とした。  
 
上記 2 つの研究は，大阪大学医学部附属病院観察研究倫理委員会の承認を得て実施した。
両研究ともに研究対象者に説明文書を用いて，任意による研究参加であることを伝え、書
面を以て研究対象者本人，若しくは代諾者より同意を得た。 
 
４．研究成果 
A. 研究対象者 111 名のうち、男性 53 名(47.7%)、降圧薬内服中の高血圧患者は 71 名(64%)、
糖尿病合併者は 18 名(16.2%)、教育歴 12 年以下が 76 名(68.5%)であった。(表 1) 
 
表 1. 研究対象者 111 名の背景 

会場血圧、家庭血圧、家庭血圧の CV、会場・家庭
の高血圧基準で判定したときの高血圧者の割合は
表２に示す通りであった。(表 2) 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2. 対象者の血圧など 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
次に血圧と CV の関連を解析したところ、血圧レベルと認知機能の関連性はなかったが、
日々の血圧のばらつき(coefficient variability; CV)が大きいほど認知機能が低下する関連が
認められた(図 1)。さらに多変量解析を行ったところ家庭血圧日内変動 CV が大きいことが
Moca-J 低下の独立した関連要因であることが明らかとなった。 
 

図 1. 家庭血圧値と MoCA-J、家庭血圧の CV と MoCA-J の散布図  

 
高齢者では白衣高血圧や白衣現象を起こしやすいことが知られている。さらに起立時や
食後の血圧低下、さらには診察ごとの受診間血圧変動など血圧変動が非常に多く認めら
れる。また高齢者では、降圧薬開始後 45 日程度の時期に骨折を起こしやすいことが大
規模な観察研究で明らかとなっている。おそらくこれも降圧効果が表れてきた時期に過
度の降圧などのためにふらつきから転倒、骨折に至った例が多いことが予測される。こ
れらの血圧変動をとらえるためにも後期高齢者・超高齢者を含めた高齢者において家庭
血圧測定を推奨することが重要と思われる。CVD 発症のみならず、老年症候群の発症や
進展予防の観点からも可能な限り家庭血圧計を用いた血圧管理を高齢者では行うことが望
ましいと考えている。 
 
表 3. Moca-J 得点に影響する要因の多変量解析結果 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
B. 対象者 57例の平均年齢は 85.1 歳、男性 18 例(31.6%)、要介護認定 3以上が 35例(61.4%)
と超高齢、重度要介護者を多く含む集団での解析である。表 4に夏季と冬季の血圧を示す。
明らかに冬季が高いことがわかる。また血清 Kは冬季で有意に高値を示した。そして、夏季
と冬季の収縮期血圧変化が中央値 7.2mmHg 以上と未満で変動大と小に分けた場合、表 5 に
示すように将来の入院イベントが変動性が大きい群で有意に多かった。 
 
表 4. 夏季と冬季の血圧など指標の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



表 5. 夏季と冬季の血圧変化指標が大きい群、小さい群での比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本研究より，在宅訪問診療を受ける高齢者において，季節間で血圧は変動し，特に夏季の血
圧低下が変動に影響する可能性が考えられた。また，血圧変動性の大きさが療養中の入院リ
スクと関連する可能性が示唆された。これらの変動を把握した上で，医師や訪問看護師は臨
床 的な諸問題を考慮し，患者個々に最適な治療，ケアを検討する必要がある。 
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